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広報たまかわ平成15年3月

会当』
臨
時
特
例
法
(
地
方
公
共
団
体

の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
期

日
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

律
)
に
よ
り
統
一
地
方
選
挙
と
し

て
福
阜
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
と

玉
川
村
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

首
権
者
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
ら
の

選
挙
は
私
た
ち
の
声
を
県
政
、
村

政
に
反
映
す
る
た
め
の
大
切
な
選

挙
で
す
。
棄
権
し
な
い
で
必
ず
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

圃
福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

告
示
日
四
月
四
日
(
金
)

投
票
日
四
月
十
三
日
(
日
)

置
玉
川
村
長
選
挙

告

示

日

四

月
二
十
三
日
(
火
)

投
票
沼
町
四
月
一一
十
七
日
(
日
)

県
議
会
議
員
選
挙

玉

川

村

長

選

挙

投
票
時
間
が

繰
り
上
が
り
ま
す

今
回
の
福
島
県
議
会
議
員
一

般
選
挙
及
び
玉
川
村
長
選
挙
に

お
い
て
は
、
投
票
日
当
日
の
投

票
終

3
時
刻
が
従
来
の
午
後
八

時
か
ら
午
後
七
時
に
変
更
に
な

立候補予定者説間会

村選挙管理委員会では、村長選挙

の立候構予定者説明会を次のとおり

取概犠臨時空詮惣撃態密接懇

立五)l\~if~謀総システ

テープ力ットをする車田村長ら

一
一
月
十
日
か
ら
、
き
れ
い
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
な
戸
籍
証
明
書
の
発
行

な
ど
、
迅
速
で
正
確
な
一
戸
籍
総
合

シ
ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

事
務
処
理
開
始
に
先
立
ち
、
シ

ス
テ
ム
稼
動
式
が
行
わ
れ
、
車
田

村
長
ら
が
テ

l
プ
カ
ッ
ト
を
行
い

シ
ス
テ
ム
の
稼
動
を
祝
い
ま
し
た
。

戸
籍
の
電
算
化
は
、
法
務
局
白

河
支
局
管
内
で
は
七
番
目
、
石
川

郡
管
内
で
は
古
殿
町
、
平
田
村
に

つ
い
で
一二
番
目
で
す
。

新
し
い
シ
ス
テ
ム
で
は
、
戸
籍

届
の
審
査
を
始
め
、
新
戸
籍
の
作

製
、
戸
籍
謄
(抄
)
本
の
発
行
な
ど

が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
よ
り
迅

速
に
な
り
、
待
ち
時
間
が
短
縮
さ

れ
ま
す
。

投
票
日

投
票
日

四
月
十
三
日

四
月
二
十
七
日

いり
。ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ

投
票
日
に
都
合
の
あ
る
方

不
在
者
投
票
を

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
方
は

事
前
に
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

V
福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

開催いたします。

立候補を予定している方は、必ず

争臼 平成15年3月27白(木)

午前9時30分

出席してください。

。村長選挙

日寺

お
す
す
め
し
ま
す

国
民
年
金
基
金

へ
の
加
入

あ
な
た
の
老
後
の
備
え
は
万
全

で
す
か
。
国
民
年
金
基
金
は
、
厚

生
年
金
保
険
等
に
加
入
し
て
い
る

会
社
員
並
み
の
年
金
を
得
て
、
ゆ

と
り
あ
る
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
国
民
年
金
に
上
積
み
す
る
公

的
な
年
金
制
度
で
す
。

。
制
度
の
特
徴

一住民基本台帳ネットワーク情報ー

パスポート ~受気常務

申請時の住民票の写しの

省略が司能に

四
月
四
日

1
十
二
日

午
前
八
時
三
十
分
1

午
後
八
時

-

場

所

役

場

住

民

室

V
玉
川
村
長
選
挙

@

期

間

四

月

二

十

二

日

j

二
十
六
日

午
前
八
時
三
十
分
j

午
後
八
時

役
場
住
民
室

• • 
時期

間間

-E寺
問

-
場

所

後場北庁曾 1階会議室所.揚

@
掛
金
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控

除
対
象
と
な
り
、
所
得
税
や
住
民

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

-
受
け
取
る
年
金
額
は
、
加
入
口

数
で
自
由
に
設
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

-
国
民
年
金
の
第

一
号
被
保
険
者

の
方
だ
け
が
加
入
で
き
る
年
金
制

度
で
す
。

-
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
者
、

免
除
者
、
農
業
者
年
金
の
加
入
者

は
、
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

問

合

せ

福

島
県
国
民
年
金
基
金

岱

0
1
2
0
1
7
7
6
!
7
2
0

県のパスポート窓口において、 4月1日から住民塁本

台帳ネットワーつが利用できるようになるため、その利

用を希望される方については、パスポート申請の際仁

[住民票の写しJ;を提出するi必要がなくなります。また、

ごれまでどおり住畏票を提出しでも申請は可能です。

なお、「戸籍謄(抄)本jについては、これまでどおり

提出の必要力てありますのでご注意ください。

2 

戸行 固定資産税に係る土地

及び

家屋の価格等の縦覧

平
成
十
五
年
度
悶
定
資
産
税

に
係
る
帳
簿
の
縦
覧
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

な
お
、
縦
覧
が
で
き
る
方
は
、

納
税
義
務
者
本
人
の
ほ
か
委
任

状
を
お
持
ち
の
方
(
納
税
管
理

人
等
)
に
限
り
ま
す
。

V
期

間

四
月

一
日
j

五
月
二
十
六
日

(
土
日
、
祝
祭
日
は
除
く
)

V
時

間

午

前

八

時

一二
十
分

j
午
後
五
時

村
役
場
税
務
課

V
場

祭
旗
を
寄
贈

二
月
七
日
、
草
野
義
一房
さ
ん

(
岩
法
寺
・

三
組
組
長
)
が
村
教
育

委
員
会
を
訪
れ
、
歴
史
資
料
と
し

て
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
祭
旗
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

組
の
祭
旗
を
新
調
し
た
の
を
機

に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
教
育
委

員
会
で
は
建
設
中
の
総
合
体
育
館

(
仮
称
)
に
併
設
さ
れ
る
資
料
館
に

展
示
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

3 



平成1広報たまかわ

1人
24人

川
辺
小
学
校

前大大水小
野

田竹竹谷

三国坂

き5

13 
人
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書
名

唯
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美万オぇ
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五
郎
第
一
小
学
校
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平成15年3日

出 j度坂

広報たまかわ

山辺国吹本田原

民

宜保
次照武{口護

者
名

大将

樹太鼓太

j青稔
健

韓

議
太
朗

万

住
期
満

3
に
よ
る
玉
川
村
土
地
改
良
一
以
一
総
代
総
選
挙
は
二
月
四
日
と
五

日
に
立
候
補
届
出
の
受
付
を
行
い
、
立
犠
補
者
の
数
が
選
挙
す
べ
き
総

の
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
四
十
五
名
が
無
投
禁
当
潜
在
れ
ま
し
た
。

当選者一覧

56 

氏

名

年
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森

彦

51 

手15

攻

時

ハ
リ
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h
u

矢
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A
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潟
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越
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昨
日
災
よ
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下
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/
4
J
F
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地
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問
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ひ
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林

光 仁正伸

一幸一

大小小

竹林

タ
里
子

奈
々
江

本
年
四
月
に
村
内
の
小
零
授
に
入
学

る
児
童
は
、
八
十
三
名
で
す
。

名
誌
が
漏
れ
て
い
た
り
、
間
違
っ
て

い
る
環
舎
に
は
、
村
教
跨
一
議
議
会
(
窓

口山

1
4
6
3
3〉
ま
で
と
連
絡
を
お
額

関

，il七品
i仁1 タ守

知子

咲

折 村
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な
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ず
き/
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z
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建
設
中
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

平成15f1:3月広報たまかわ平成15年3月

スiT¥-ν11.1労者杓檀秀選手思どを表監

広報たまかわ

応

募

者

石
川
福
祉
会
が
建
設
を
進
め
て

い
る
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
の
名

称
が
「
た
ま
か
わ
荘
」
に
決
ま
り
、

一
一
月
十
三
日
に
村
長
室
に
お
い
て

出
席
さ
れ
た
四
人
の
方
に
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
決

定
し
た
名
称
の
応
募
は
九
人
で
し

た
が
、
抽
選
で
五
人
が
当
選
に
決

ま
り
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
に
実
施
さ
れ
た
名

称
募
集
に
九
十
凶
点
の
応
募
が
あ

り
、
村
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

審
議
会
で
審
査
、
応
募
の
あ
っ
た

中
で

一
番
多
か
っ
た
も
の
は
「
こ

ぶ
し
荘
」
で
し
た
が
、
他
町
村
に

同
名
の
施
設
が
あ
る
こ
と
と
、
地

元
H

た
ま
か
わ
ο

の
名
称
が
親
し

み
ゃ
す
い
と
の
こ
と
か
ら
「
た
ま

か
わ
荘
」
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
の
建
設
は
順
調
に
進
ん
で

お
り
、
八
月
に
竣
工
し
、
十
月

一

日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

村
体
育
協
会
表
彰
式

宗
形
辰
一
さ
ん
に
功
労
賞

本
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
切
績
の
あ
っ

た
方
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
た
選
手
を
表
彰
す
る
村
体

育
協
会
表
彰
式
は
、
二
月
二
十
七
日
午
後

六
時
三
十
分
か
ら
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
剣
道
を
通
じ
た
人
材
湾
成
と

玉
川
剣
友
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
宗
形

辰
一
さ
ん
に
功
労
農
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

優
秀
指
導
者
豊
二
名
、
優
秀
選
手
員
十
一

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

五

人

を

表

彰

画
受
賞
者

大

木

大
和
田

金

沢

水

野

斎

藤

ト
ミ
ヨ

真
知
子孝み

品
川
氏

議
宍

相古小南
馬殿 須中
市町高釜

ゆ

表彰種別 氏名 {主所 種目 主 な 成 緩 表彰種別 氏名 住所 種目 主 1J 成 績

スポーツ
宗形辰一 商須釜 剣道

剣道を通じた人材育成と玉川剣友会
8 

優秀
西紋佑加 小高 柔道 中f本i重県南大会57kg級優勝1 功労賞 の発展に寅献 選手賞

2 
優秀

車問雅一 蒜笠
ソフト

県高校体育大会 11立 9 11 {在意表 愛三子 小高 柔道 中{本遼!泉南大会70kg超級優勝
指導者皇室 ボール

3 1/ 吉村ミヤ 高須釜
ゲト 第会シ15ニ回ア県のレ部デ準ィ優ー勝スグートボール大 10 11 矢吹昭人 士C士コ

/¥ンド 全ベ国ス高ト校16ハンドボール選手権
ボル ポーjレ

4 
優秀

草野幸弘 北須釜 剣道 浅川町剣道大会小学生6年の部優勝 11 1/ 鈴木あゆみ 川|辺
ソフ卜

県高校体育大会優勝
選手賞 ボーjレ

5 1/ 野口調1平 北須釜 剣道
石川|剣道連盟大会小学笠6年の部

12 11 鈴木真美 竜崎
ハンド

県春季大会優勝
優勝 ボーjレ

6 1/ 塩j塞 箔 成 南須釜 陸上 石1川{立地区小体連陸上大会1000m 13 11 
玉川村 グー卜

第大会15シ口ニ県アレのデ部ィ準ー優ス勝ゲートボール
レディースチーム ボーjレ

ア 1/ 震藤久矢 中 陸上 石川支80部0申優体勝連陸上競技大会 14 Jシ
玉川サツ力

サッカー 全選手日本権ユ福島ー県ス大(会UF31位5) フッ トサル
共通 m スポーツ少年自

表彰者一覧

6 

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

-
玉
川
少
年
剣
友
会

練
習
巴
毎
道
火
・
金
曜
日

(
午
後
六
時
一二
十
分

1
)

練
醤
場
所
玉
川
村
民
体
育
館

会

費

年

会

費

九
千
円

代
表
者
(
加
入
連
絡
先
)

小
針
周
吉
(
g
u
-
-
2
5
4
8
)

・
須
釜
少
年
剣
友
会

練
習
巴
毎
週
月
・
木
曜
日

(
午
後
七
時
j
)

練
習
場
所
須
釜
小
学
校
体
育
館

会

費

年

会

費
七
千
五
百
円

代
表
者
(
加
入
連
絡
先
)

大
越
喜
義
(
岱
町
1
3
3
6
5
)

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

練
習
日
毎
週
日
曜
日

(
午
後
三
時

1
)

練
習
場
所
玉
川
村
民
グ
ラ
ン
ド

会

費

年

会

費

一

万

二

千

円

入
会
金
一
千
円

代
表
者
(
加
入
連
絡
先
)

佐
藤
豊
勝

(2
U
|
3
0
9
6
)

三
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間

練
習
日

毎
週
水
・
土
・
日
曜
日

高速イコヲーネット通信回線

ADSL 
(8Mタイプ)のサービスが開始されます

-サービス開始日 平成15年5月26日(月)

・提供局番 市内局番f37馬H57胃j

・串込方法等 毘蓄なしの116
3月3日(月)より事前予約受付開始

ラ育て何でも相談日
三子商てに関する疑問や不安、また身長・体重の

測定など、青児に関することならどんなことでも保

健師や栄養士が相談に応じます。

詳しい臼程については、健康力レン夕、一、広報

及びホームページでご確認ください。

・問合せ保健センター包37-1024

(
午
後
七
時
j
)

(
日
曜
日
は
正
午
j
)

練
習
場
所
須
釜
小
学
校
体
育
館

会
費
一
月
々
一
千
円

入
会
金
二
千
円

代
表
者
(
加
入
連
絡
先
)

車
田
悦
夫
(
g
u
-
-
3
9
0
8
)

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

練
習
臼
毎
週
火
・
土
曜
日

(
午
後
六
時
三
十
分
j
)

(
土
曜
日
は
午
後
二
時
j
)

練
習
場
所
玉
川
村
民
グ
ラ
ン
ド

他

会
書
一
年
会
費
一
万
二
千
円

入
会
金
五
千
円

代
表
者
(
加
入
連
絡
先
)

湯
津
徳
雄

(
g
u
-
l
2
1
3
5
)

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

練
習
日
毎
週
木
・
金
曜
日

(
午
後
七
時
1
)

練
習
場
所
玉
川
村
体
育

セ
ン
タ
ー

会

費

年

会

費
二
千
円

入
会
金
二
千
円

代
表
者
(
加
入
連
絡
先
)

佐
藤
栄
策
(
岱

U
4
4
5
6
)

※高速インターネット通信回線fADSLJとは

既寄の一般家庭用の電話回線を利用し、高速インタ

ーネット通信を利用できるサービスです。

月額利用料金も定額のため通信時間を気にせず利用

いただけます。

(電話交換所からの距離によりご利問いただけない

場合もあります。)

~問合せ NTT東日本(局番なしの116)

自
動
車
の

登
録
手
続
き
は

忘
れ
ず
に

自
動
車
を
売
っ
た
、
買
っ
た
、

廃
車
し
た
な
ど
の
場
合
は
、
色
々

な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も
速

や
か
に
登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

V
登
録
・
検
査
に
関
す
る
問
合
せ

(
包
時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
)

2
0
2
4
(
凶

)
8
6
4
4
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平成15年3月広報たまかわ

ートピさOj7@lス.
IN 

免震研む

平成15i:f:3月

川
田
正
裕
さ
ん
合
高
司
法
寺
)
は
、
母

校
の
泉
中
学
校
に
水
彩
画
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
川
田
さ
ん
は
、
乙
字
ケ
滝

を
始
め
、
磐
梯
山
、
奥
入
瀬
な
ど

数
々
の
作
品
を
描
い
て
お
り
、
今
回

寄
贈
さ
れ
た
水
彩
閣
は
冬
の
鶴
沼
川

(
天
栄
村
)
を
描
い
た
も
の
で
、
縦
一

m
、
横
一
・
一
一
一

m
の
大
き
さ
が
あ
り

ま
す
c

泉
中
学
校
で
は
、
正
面
の
職

員
玄
関
口
に
飾
り
ま
し
た
口

広報たまかわ

瀬省筆也 186白
秋山菜奈 340白

原 潤弥 1，184白
須田宵理事欠 1， 747 lQl 

塩沢千鶴 2，299ロ
草野裕明 1，214ロ
塩津祐成 4，388回
大野正博 2，064白
金ミ予 知典 389回
阿部はるみ 316由
円 谷 兼 253回

小諒重孝 223回
低学年 宗形未来

高学年 塩津祐成

番多胡稚闇

種多小零 1年生

φ小掌2年生

命小学34生
命小掌4年生

省幹小掌5年生

番多小学6年笠

φ中学生

争高校"-'25歳
φ26蔵"-'39歳

令40歳-----49歳

φ50競~

φ二重跳

ゆかい怨人形劇を楽しむ
すがま幼稚園と須釜見童鑓の園児たちは、{呆青

参観巴にお母さんらと一緒に人形劇を楽しみました。

この日は、劇団赤いトマト(船弓IHlJに住む大河原さん夫婦)

が来菌し、得意の人形劇ご話を披露、そのゆ力、いな演技と語

りで園児やお母さんらを笑いの渦に巻き込んでいました。

また、彊島テレビで人形劇の取材に訪れており、園児たち

は感想をたずねられると{おもしろかったよjと元気な声で笥

えていました。

事締結

蕎少年寄成村民会議南須菱地区推進協議会主催の第

17岱縄眺び大会が玉川村体宵センターで行われました。

知稚園から一般まで12のクラスと二重跳びの部で競

技が伺われ、塩津祐成くん(南須釜)が、なんと4，388自
を跳び総合優勝を飾りました。寝勝者は次のとおりです。

空
港
感
謝
祭
の

益
金
を
寄
鱈

福
島
空
港
テ
ナ
ン
ト
会
で
は
、

先
に
空
港
内
で
催
さ
れ
た
空
港
感

謝
祭
の
益
金
を
村
に
寄
付
さ
れ
ま

し
た
口
テ
ナ
ン
ト
会
を
代
表
し
て

(
株
)
福
島
エ
ア
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

の
笹
沼
茂
夫
社
長
が
役
場
を
訪
れ

車
田
村
長
に
益
金
を
手
渡
し
ま
し

た。

会津本郷町より軟川先生を迎えて第11回軟)11杯が村体禽

舘で行われ、少年剣士たちが熱戦を繰り広げました。東西対

抗で行われた大会は、 9勝5敗8引き分けで東箪の勝利とな

りました。当自はお母さん遼のご協力によりトン汁とうどん

が振舞われ、また開会式では小山田事侍先生直筆の「五 常

剣jと染め抜かれた手ぬぐいが参加者全員に贈られました。

事問
剣道・軟川杯

須
釜
芸
能
の
集
い

第
十
一
一
回
チ
ャ
リ
テ
ィ

i
須
釜
芸

能
の
集
い
は
須
釜
公
民
館
で
開
催
さ

れ
、
ス
テ
ー
ジ
に
は
踊
り
や
唄
、
詩

吟
さ
ら
に
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
多
彩
な
芸

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
臼

ま
た
、
会
場
に
は
募
金
箱
が
置
か

れ
、
出
演
者
や
来
場
者
の
方
々
か
ら

浄
財
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

D

昨
年
の
集
い
で
寄
せ
ら
れ
た
浄
財

は
二
十
四
日
に
実
行
委
員
長
の
飯
島

一
一
一
郎
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、
村
社
会

福
祉
協
議
会
長
の
車
田
村
長
に
寄
付

と
し
て
手
渡
し
ま
し
た
。

J ノ

8 

ア月から28固にわたって開催された村公民鑓主催の津軽

三味線講震の間講式が行われ、受講した川辺小学校の克藁

17名が練習の成果を披露し見事な演奏をみせてくれました。

ごの講座は小山貴英さん(岩法寺)と小山英扇さん()11辺)を

講師に毎週土曜日に川辺公民館で開催され、ミ子供たちは翼剣

に練習に取組みましたよ(習い始めて三昧績が楽しくなりま

したj芯どと感想を寄せていました。

楽しかった津軽王昧線講座

多
様
な
表
情
を
見
せ
た

能
面
作
品
展

R 

奥
野
四
郎
さ
ん
(
中
)
の
木
彫

り
能
面
作
品
展
示
会
が
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
ロ
ビ

I
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
時
間
を
掛
け
て
製
作
さ
れ

た
作
品
は
見
事
な
も
の
で
、
「
般

若
」
「
ひ
ょ
っ
と
こ
」
の
ほ
か
、
獅

子
頭
な
ど
が
展
示
、
ま
た
、
材
質

の
「
き
り
」
に
マ
ジ
ッ
ク
で
顔
の

型
を
縁
取
っ
た
素
材
な
ど
も
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
方
々
は
、
そ
の

多
様
な
表
情
を
持
つ
能
面
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
ョ

勤時阻.}-~堅持気通置盈聾斗=ド曹関圏

轟轟轟鑑醤謹蝿躍盤謹盤揖臨盟

纏島畠動車操醸
麓求摺鶴センタ同
署専門の椙談員がd相談iζ応じます。
損護保険一般のご相談も受付します。

(社)田本語審保険協会東北支部
http://www.sonpo.or.jp 
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'@の健康ごよみ

イベント潜関潜10関年記寵

3""4ヶ月児鍵診 •....• .・・・・・・・・公
午後 1B寺30分~

25日(火) 三種混合予防接種・・・・・・・・・・・・・・・保
午後1時~

璽3月
19日(7.1<)

3月21日(金)揺車窓潜を会場に楽しいイベントが盛りだ

くさんで開催されます。清流太鼓、南須釜の念仏踊り、極藁館

玉川道場の演武もあります。

国家公務員採用試験の

お知らせ
人事院では、国家公務員採用 I種試験及びE種試験

(いずれも大掌卒業程農)の募集を行います。

[ 1寝試験}

@受信期間

• 1次試験

4月 1日(火)----4月8日(火)まで

(郵送の場合は最終日消印奇効)

5月5日(月)

4月148C月)'"'-'4月28己(月)まで

(郵送の場合は最終日消印南効)

6月29臼(臼)

• 1次詰験

[II種試験}

@受付期間

税務職員募集

仙台国税局では、地元の大掌に通っている方、菌都圏

からUターンして公務員を目指す方など、東北の臨土に

慣れ親しんだバイタリティあふれる職員を募集していま

す。令回募集を行うのは、試験内容が大学卒業程度の

{国税専門官jです。

@蜜験資格

昭和51年482巴から昭幸057年4月 1日までに生

まれた万

@受験申込受付期間 4月 18"-'4月17日
@受験申込書の講求 各税務署総務課

@問合せ {出台国税局人事第二課

ま::022-263-1111

を送ってみませんか
全国の親誠・知人の方々{ご村の広報紙を送つでみませんか。

ふるさとの話題をお扇けできるため、姑評です。

広報紙の送付を希望される方は次により申込みください G

@送料 1，000円(年間・ 1人あたり)

@申込先役場総務課広報広聴係官0247-57-4621

CM大農に輝いた村のCMが福富放送で政送開始となり 3

月'""-9月までの関に365司放送されます。大枠の時閣は、村ホ

ームページ!こ揺載してあります。

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。(村社会福祉協議会)

柑のCMが放送開始されました

報

1議6ヶ月児健診 ・・・・・・・・・・・・・・・保
午後 1時~
9""10ヶ月兜健診・....... 
午後 1時30分
喬晃教室 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保
午後1時~

10日(木) すくすくクラブ・・・・・・・・・・・・・・・・・保
午前10時~

10日(木) 献血 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・役場
午後4B寺~

14日(丹)予膏て聞でも梧談自
午前10詩~

16日(水) 機能訓練 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保
午前10時~

16日(水) 3""4ヶ月見健診 ・・・・・・・・・・・・・・・公
午後 1時30分~

22己(火)ポリオ予賠接種
午後O時45分~

23日(水) 母親教護 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保
午後 1時~

258C金) 3歳児健診 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保
午後 1時~

保:保健センター 公:公立岩瀬病院

保

関4月
4日(金)

4巴(金)

9日(水)

1呆

-・保

人事院東北事務局第二課試験係

官 022-221-2022
@問合せ

記

-石j///llJの 曲山恭彦さんから

・須釜芸接会からチャリティー援金

として 31，200円

震弓崩ーさんから

仁井田ツヤ子さんから

塩津馨之進さんから

e蒜生の

・竜 JJh奇の

・南蜜釜の 平成15年度自衛隊募集案内
青年海外協力隊翻シニア
海外ボランテイア募集

国瞭協力事業団では、 4月10日から6月20日まで海

外ボランティアを募集します。また、下記のとおり募集

説明会を開催しますので、ぜひご参加ください。

@青年

日 時

I易所

@シニア

日 時

I嘉所

@問合せ

5月14日午後6時30分~

郡山市民プラザ(ロ024-922-5544)

纂集種目 募集人員 資 格 受信期間 試験賠自

陸: 215次日:5月24・

一般 100(10)名
盟 20織以上 2次:6月24日
85(5)名 26歳未満 ~26日

大 ;吏令指 5こ~己こ
4月ア日

3次:7月26日
幹 部 55(5名) ~8日7日

てふふチ~ 

{戻捕生 5月9日
等 歯科

援 . 150名名 専門の大卒
1 2次次6::日6 5 月241臼

空陸 :5 名
20歳以よ 2 月24日

薬剤 30歳未満

」

|お誕生おめでとうございます|
(2月島出分)

保護者名

手立

村のようす
(15年3月1日現?を)

哲i

出生児氏名

海斗

咲也香

冴

林

同
J

、
J

地包名

辺

自奇

l
 

i
 

z
E
S
F
J
 

コ主二
回

1，840戸(+12)

3，768人(+10)

7，581人(+4)

且
四
日

m
e
e
A

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
|
|
|
村
公
民
館

嫁
ぎ
ゆ
く
知
人
の
妓
は
後
に
す
る
父
を
し
の
ん
で
真
珠
の
沼

吉
田
ハ
ツ
子

中
央
の
高
ム
ロ
に
在
す
観
者
堂
常
に
見
守
る
村
人
た
ち
を

小
針

若
い
臼
の
夢
も
叶
わ
ず
凡
凡
ピ
首
都
ら
ぜ
し
日
々
が
今
な
つ
か
し
さ

吉
田

高
速
道
を
走
る
車
の
忽
ち
に
消
え
ゆ
く

冬
を
立
つ
霧
の
や

真
弓

招
待
さ
れ
始
め
て
灸
ベ
る
古
代
米
呑
リ
も
ゆ
か

L
百
元
に
し
て

溝
井
は
な
よ

4月11日午後6時30分~

郡山市民プラザ(岱024-922 -5544) 
国際協力事業団(岱0243-24-3212)

敏森石山小屋

農薬は正しく使おう
(2月窟出分)

世帯主名

朋一

10 

ハッビーバースデー
命かがやく瞬間

青木和雄著

[おまえ、生まれてこなきゃよかったなj母と兄

ののないー富で声を失った少女が祖父母の愛と自然の

中で、 Jt:，¥と声を取り戻す。

まさる刀と命の尊さを老えさせる作昂。

3月 10日から改正農薬取締法が施行されました。

な改正点は、①無登録農薬の製造、輪入、使用の禁止

②農薬使用基準に選炭する農薬使用の禁止 ③罰則の強

イむなどです。

農薬は農林水産省の登録番号のあるものを、ラベルを

よく読んで使いましょう。詳しい農薬情報は、農林水産

省ホームページの[農薬コーナ-Jをご覧ください。

http://www.maff.go.jp/nouyalくu/

ヨ

サ

進

サ

久

ケ

之

マ

オ

馨

空き缶やゴミの投げ揺てはやめましょう

今

竜崎

南須釜

広報への掲載を希望されない場合は、窓口への届け

出の際にお申し出ください。

死亡者氏名

虞弓友英

曲山マサヨ

鈴木期

仁井岡オケサ

塩津経雄

名

生

一民地

蒜

3，813人(-6)

登
里

仁

さ
る
な
し
俳
句
会
一
一
月
句
会
詠
草

か
ざ
ん
ど
に
一
欠
逸
れ
て
春
の
月

割
り
箸
の
杉
の
呑
勺
よ
し
今
朝
の
春

由
記

銭
灸
の
看
板
多
し
束
、
明
け
る

春
患

手
踊
り
の
老
い
を
志
れ
し
春
匂
ふ

i少、
代

真
知

友
寄
り

T
愚
痴
そ
れ
ぞ
れ
に
占
笑
ふ

美
枝

は
ん

華

豆
撒
き
を
子
に
継
ぎ
し
の
い
っ
か
な
に

仁
美

葬
列
の
逮
く
に
見
え
し
蓮
華
草

1 1 
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さ
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)
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卓食
ズ
の

」
ロ
M

メ
A
G

フ

ー
フ
ィ
リ
ピ
ン
|

私
の
ふ
る
さ
と
は
南

の
島
フ
ィ
リ
ゼ
ン
の
セ
ブ

で
す
。
日
本
の
海
と
は
違

い
水
が
温
か
く
ち
ょ
っ
と

ぬ
る
い
温
泉
に
は
い
っ
て
い
る
感

じ
で
す
。
海
の
水
が
透
き
と
お
っ

て
い
て
、
す
ご
く
き
れ
い
な
の
で
、

い
ろ
ん
な
国
の
ダ
イ
バ
ー
た
ち
が

訪
れ
る
場
所
も
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
大
昔
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
探
検
家
マ
ゼ
ラ
ン
と
の

戦
い
に
敗
れ
、
イ
ス
ラ
ム
教
か
ら

現
在
の
キ
リ
ス
ト
教
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ゼ
ラ
ン
が

卒業、入挙、就職など家族の節目の季節が来ました。そ

こで令月は、家族のお祝事や急な来客の擦に手早くでき

て、ごちそうに見える井物を紹介します。

主食兼主菜の「マグロ井jに吾の香りただよう「菜の花

のおひたしjを副菜に、あっさり「お般物J;をそろえれば

栄養のバランスも見た目も昧もパッチリです。

春は節目の季節です

『簡単マグ白井j
ー 材料(2人分)ー

・ごはん

・青しそ

・いり臼ゴマ

・塩こぶ

・マグロ

270g 

4枚

小さじ2

少々

120g 

しょうゆ、酒、みりん
二
体
の
サ
ン
ト
人
形
を
二
笛
所

の
教
会
に
ま
つ
り
、
キ
リ
ス
ト

教
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
域
に
ひ
ろ

め
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
一
体
が
セ
ブ
の
サ

ン
ト
人
形
教
会
に
あ
り
ま
す
。

サ
ン
ト
人
形
に
は
不
思
議
な
力

が
あ
り
、
奇
跡
が
起
こ
る
と
信

じ
ら
れ
て
人
々
か
ら
崇
拝
さ
れ

続
け
て
い
ま
す
。

周
り
が
海
な
の
で
、
き
れ
い

な
貝
殻
で
作
ら
れ
た
工
芸
品
が

各
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
米
が
年
三
回
収
穫
さ
れ

て
お
り
、
畑
で
は
バ
ナ
ナ
や
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
の
果
物
が
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。

各小さじ 1

一作 り方一

①マグロはつけ汁につけておく。青しそは干切りにす

る。

②ご、飯に塩こiS，、干切りのしそ半分を混ぜ、さっくり混

ぜる。

③どんぶりにご飯を盛り、上に残りの千切りのしそを

ちらし、つけ汁につけたマグロをのせ、自ゴマを振り

出来上がり。

っけ汁

朝
心に残る我がふるさと

『思い出のカンカネ池J

神奈川県横浜市

古屋和予さん〆

(北須釜出身・矢吹光江さんの妹)

私
は
現
在
、
神
奈
川
県
横
浜
市
鶴

見
区
で
、
夫
と

一
緒
に
小
料
理
屈
を

営
ん
で
お
り
ま
す
。
上
京
し
て
早
い

も
の
で
も
う
四
十
年
経
ち
ま
し
た
。

昨
年
、
東
京
玉
川
会
の
会
員
の
方

に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
毎
月

「
広
報
た
ま
か
わ
」
を
楽
し
く
拝
見

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
地
域

に
密
着
し
た
細
や
か
な
記
事
の
一
つ

ひ
と
つ
に
、
感
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
「
心
に
残
る
我
が
ふ
る
さ

と
」
の
題
で
書
く
に
あ
た
り
、
ま
ず

思
い
出
し
た
こ
と
と
い
え
ば
、
月
カ

ン
カ
ネ
池
H

で
の
思
い
出
で
す
。

昔
、
カ
ン
カ
ネ
池
の
近
く
に
我
が

家
の
田
ん
ぼ
が
あ
り
、
毎
年
田
植
え

の
季
節
に
な
る
と
、
弁
当
を
持
ち
家

族
総
出
で
一
日
が
か
り
の
農
作
業
を

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、

栗
や
木
ノ
実
を
拾
っ
た
り
と
、

そ
れ
は
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な、

資
沢
な
自
然
の
遊
び
で
し
た
。

今
、
そ
の
場
所
は
空
港
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
帰
郷
の
際
に
立
ち
寄
っ

た
空
港
は
と
て
も
す
ば
ら
し
く
、
昔

そ
の
ど
こ
に
池
が
あ
っ
た
の
か
全
く

わ
か
ら
な
い
く
ら
い
、
す
っ
か
り
様

子
が
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
空
港
が

出
来
た
こ
と
に
よ
る
便
利
さ
や
、
発

展
を
喜
ぶ
気
持
ち
が
あ
る
一
方
、
少

し
残
念
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
い
ま
だ
に
色
あ
せ
る
こ

と
の
な
い
数
多
く
の
思
い
出
。
そ
し

て
変
わ
ら
ず
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く

れ
る
家
族
や
同
級
生。

ま
さ
に
、
ふ

る
さ
と
は
私
の

J
玉
も
の
d

で
す
。

年
と
と
も
に
な
っ
か
し
く
、
年
に
二
、

三
度
は
帰
郷
し
た
い
と
常
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

12 




